
　以前から取り組んできた「人生を豊かにする言葉」について、
国語の川原先生に話したのがきっかけです。先生の呼びかけ
で理科、数学、社会、英語、音楽と学校全体が総力を挙げて
知識と教養を身に付けられるように、ぜひとも覚えてもらい
たい文章を選び「言霊百選」は出来ました。これにより天沼
検定が始まり、新聞に取り上げられたのがきっかけで2014
年4月に講談社より出版されることとなったのです。

　今年4月に荻窪小学校跡地に大宮前体育館が出来、
その裏に荻窪消防第5分団の本部が新設されました。新
しい消防車が入り、地元荻窪を守っています。団員は現
在33名。45名定員なので募集中です。18歳から70歳
までの方が対象で、女性も大歓迎です。団員は地元の
サラリーマンや商店の方々で、井草の森公園にて訓練を
行っています。消防設備の操作方法を競う「操法大会」
などに向け土曜日、日曜日に約2時間練習をし、月1回
程ミーティングを行っています。皆様の入団をお待ちし
ています。

●問い合せ先：荻窪消防団事務局　070-5540-8251

　すらすらと読めるようになるまで音読し、暗唱できるよう
になったら検定期間（4月～5月、10月～11月の計35日間）に、
先生や地域の大人で構成された検定委員の前で元気よく暗唱
します。間違えなく暗唱できたら合格となり、『名人』の称号

がもらえます。25年度に2
名、26年度は現在8名なの
で後半でまた名人が誕生するはずです。

　文章を暗唱することで知らず知らずに教養が身に付き、お
互いの信頼が深まり、生徒一人一人が自信と誇りを持って地
域活動の輪を広げています。「言霊百選」と並んで、「天中自
然観察ガイドブック・天中食育Do!・AKAおすすめの本110
さつ」が用務主事、栄養士、学校司書さんたちを中心に作成
され、学校全体がまとまってきています。これにより生徒た
ちに仲間意識や、一体感が生まれ、「いじめNO中学サミット」
が杉並全体に広がっています。これから成長していく過程に
おいて「言霊百選」が生徒たちの心の糧となってくれると信
じています。

　台風が無事通過した7月12・13日の両日、玄関前では川
南共栄会やボーイスカウト杉並第8団等による模擬店、地
下体育室では子供コーナー、舞台では桃二小、荻窪小、松
溪中の皆さんやフラダンスからバンド演奏まで、1500人
を超える皆様にご来場いただきありがとうございました。
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田端神社の紹介

天沼中学校長　藤川 章先生

江戸時代に造られた木造の鳥居

板絵着色力石持上図 ご利益の返礼に奉納された木槌

天沼中が励行している
「しぐさ」

生徒の暗唱している「言霊百選」と、出版された
「ことだま百選」

検定風景 現在10人の名人が誕生しています

桃二小早朝合唱・合奏クラブ 自主グループ（フラダンス）フラ・レフア
おじや展示販売も大盛況

初出場（バトン）のトワル・アイ 松溪中学ブラスバンド 長い列ができた綿あめ新車を囲む団員の皆さん

荻窪消防第5分団

田端神社
杉並区荻窪1-56-10
☎3391-4408
宮司：中神孝之
御祭神：天照皇大神/大国主命/
菅原道真公/豊受比売命/
大山祇命
例祭日：9月13日

天沼中学校長　藤川 章先生が国語の川原龍介先生と共に作り上げられた
「言霊（ことだま）百選」を通して、生徒をはじめ地域の皆さんにまでつ
ながりが広がっています。

よい言葉は、
よい人間関係を育む

皆さんを守る『荻窪消防第5分団』地域情報

　社伝によると室町時代応永年間（1394～1427）鎌倉持氏と上杉禅秀
とが戦った時、品川左京の家臣良影という者がこの地に土着し、菅原道真
を信仰し、京都の北野神社の分霊を祀ったことに始まり、かつては北野神
社（田端天神）とも呼ばれ、村の鎮守とあがめられるようになったと云わ
れています。
　現社殿（神明造）は明治42年村内に鎮座されていた天祖神社・稲荷社・
子の権現社・山神社を合祀しました。これに伴って各社の祭神が当社に祀
られ、現在の祭神は菅原道真公・天照皇大神・豊受比売命・大国主命・大
山祇命の5柱です。なお、田端神社の社号は明治44年に改めたものです。
　当社祭神大国主命は足痛、腰痛に霊験ありとして知られ、社蔵の木槌へ
の返礼として多数の木槌が奉納されています。
　文化財としては延宝5年（1677）銘・享保3年（1718）銘の庚申塔、
江戸時代に造られたといわれる木造の鳥居や江戸末期から大正期にかけて
奉納された力石などがあります。

参考文献：杉並区教育委員会

第36回 荻窪センター祭
“来て 見て 楽しんで”

地下体育室・折紙コーナー

自主グループ（カンツォーネ）ヴォラーレの皆さん


